
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2026-08-11

神戸市内の林野土壌について (V) : 兵庫区山田町

(Citation)
兵庫農科大學研究報告. 農芸化学編,7(2):47-57

(Issue Date)
1966

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/81006262

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/81006262

佐伯, 秀章
東, 順三
高橋, 竹彦



神戸市内の林野土壌について

v.兵庫区山田町

佐伯秀章・東 !岡三・高橋竹彦

Soil Survey of Forest Soils in Kobe City 

v. . Yamada-cho， Hyδgo・ku

Hideaki SAEKJ， JunZoAZUMA; Takehiko TAKAHASHJ 

神戸市農政局は市内林野の土壌保全と土地生産力向上

を目的として，適地適木造林を推進するために，林野土

壌の総合的基礎調査を企図した.神戸市の委嘱に応じて，

すでに本学土壌学研究室は，市内の林野のうち兵庫区有

野町，垂水区押部谷町，兵庫区淡河町，兵庫区長尾町，

兵庫区大沢町，兵庫区有馬町，垂水区炉谷町の各土壌を

それぞれ調査した1，2，3，り. ζれに引続き昭和40年度lζ兵

庫区山田町の土壌調査を行ったので，結果の概要を滋IC

報告する.

調査地の山田町は旧神戸市の北部!C接し，総面積が広

く， 10000 ha !乙近い. 裏六甲山系の西部を占め，石楠

花山，双子山，高雄山，再度山，菊水山，高尾山，長坂

山，シプレ山，丹生山，帝釈山，金剛童子山などがあり，

町の大部分は山地で，耕地として利用されているのは総

面積の約5%にすぎない.地図l乙示した如く，山間部を

ぬって神戸電鉄が走っており，鈴蘭台近辺は神戸市の中

心部にある渓川駅から神戸電鉄で約15分で，交通の便が

よく，古くから避暑地としてととろどとろに住宅があっ

たが，近年宅地として急速に開発されつつある.

また石楠花山，再度山，菊水山，高雄山など，本町の

南部一帯は観光地あるいは住宅地としての利用が計画さ

れているので山林調査の対象から除いた.

調査した山林の面積は約 3000haで，町の総面積の3

割以上l乙相当する.町の標高は 200~800m にわたり，

大半が山地で，気候も町内でかなり異り，多湿の山地気

候から平坦地気候にまで及ぷ.概して，年雨量は1300~

1500mm. 年平均気温は13~14.50Cのととろが多く，ラ

ング雨量係数は9ト 120で，褐色森林土壌群域IC属する.

本町の地買を概括的にみると，山田川の北部は哀六甲

と同系の石英粗面岩，南東部は表六甲と同系の花闘岩，

南西部は第3 紀の水成岩で，凝灰岩.~岩，頁岩などか

らなり，一部に変成したフォJレンフェルスの地帯もある.

山田川|流域の一部には沖積地がある.なお北部及び南東
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部の一部にも凝灰岩，開岩が入り込んでいる.

調査事項と方法は市農政局と協議の上，前報ら2人')と

同様に必須項目についてのみ行った.調査地域の採土地

点は図i乙示した如く22ケ所で，採取土壌は29点である.

調査の結果は次のように11地区に分けてそれぞれ検討し

た.

I) 土谷上地区1)境山. 2)中尾. 3)視庁1寺.

1I) 下谷上地区 4)五葉の谷. 5)辻の谷，

6)砂川の上.

][) 原野地区7)芦谷山. 8)西脇山.

IV) 福地地区 9)岩ケ辻b.10)岩ケ辻a.

V) 中地区 11)金場.12)広戸.

VI) 来下地区 13)狐塚.

羽) 坂本地区 14)公民館北方.15)西畑.

¥III) 街原地区 16)南山.17)下街原・南山.

1X) 西下地区 18)灰床.

X) 小河地区 19)溜松.20)山手尾.

刃〉 護那地区 21)北野町.22)中小野.

更に，図示したように地質の違いに基いて山田町を山

田川を境l乙南北lζ分け，南部をさらに南西部と南東部に

分けて考察した.

乙の調査は岡野康之，高木根夫，新納功一氏の多大な

る援助のもとに遂行せられた.なお市と現地の方々から

多くの便宜と好意を頂いた.悲に併せて深甚の謝意を表

する.

採取場所の状況と土壌断面

(I)上谷上地区

1)境山 小丘地.傾斜25 0 • 花悶岩.方位 S.

標高290mの丘麓を採取.優勢樹程はマツ，ヒノキ，ク

ヌギ，クリ，ウル、ン.

土居の厚さは中位.硬度(山中式土壌硬度計による.

絶対硬度，以下同様〉は 4~9kg/cm3で，粘性l乙之し
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山田町林野土壌調査地点

い砂買な土壌.特に 50cm以下は砂質で風化途上の大き

い花闘岩屑を合む.排水は良好.

植物の生育状況は普通.植物根は40cmまで伸長し，

その密度は中.

2)中尾 小丘地.傾斜100• 凝灰岩.方位WN.

標高320mの丘麓を採取.優勢樹種はマツ，コナラ，ツ

ツジ， クリ，ウノレシ.

土層の厚さは中位.土壌断面の 30~40cm の部位に有

機物の集積層が介在し，表土は新しく運積したと考えら

れる.硬度が上層 1~2 kg/cm3，下層 5~12kg/cm3 で，

上層は普通であるが，下層はやや紙密.鵬に乏しし粘

性が中位の砂質土壌である.排水1:1:不良.

植物の生育状況はやや良好.植物根は30cmまで仲長

し，その分布密度は中.

3)福浄寺 山岳地.傾斜200 • 石英粗面岩.方

位N.標高330mの山麓を採取.優勢樹種はマツ，ヒノ

キ，コナラ，クヌギ，クリ，カ、ン，ハゼ，カエデ，ウJレ

ーノ.

土層の厚さは中位.上層は聴をかなり合む砂質土，下

層は草裂が少くやや埴質な半風化土である.硬度は上層で

2~9kg/cm3. 粘性は中位で，排水はやや良好. 隣接地

(土壌番号527) は円疎や角脱l乙富む水成土で，土居が

厚い.

植物の生育状況は普通.植物根は 50cmまで伸長し，
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その分布密度は中.

善寺|誇庁日土色|
土 性

境山

1¥判 壌 土

中尾

2li!?1 43ご認 i震dlz 壌壌 土土

福浄寺

| 552265|1 4山0-80 ||暗暗ザ黄登I傑操にを富合むむ砂壌壌土土
福(j"寺

I 5ペ駅 1a音黄樫|眼白砂壌土

Cll)下谷土地区

4)五葉の谷 山岳地.傾斜45 0 • 石英斑岩.方

位 SW.標高440mの山岳中腹を採取.優勢樹種はマツ，

ツツジ，ナラ.

土層はやや厚い.石英斑岩の角硯11乙富む土壌で，下層
は半風化土である. 硬度は o.4~4 kg/cm3でやや粗.
粘土をかなり合むが機にも宮むので，粘性が中位で，排

水は良好.
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植物の生育状況はやや不良.植物根は50cmまで伸長 量がかなり高いが，排水は普通.隣接地は第3紀の水成

し，その分布密度は中. 岩地帯で，土層l乙大きな円礁を合む.

5)辻の谷 山岳地.傾斜300• 花関岩.方位N 植物の生育状況は良好.植物恨は80cmまで伸長し，

W.標高320mの山麓を採取.優勢樹種はマツ，リョウ その分布密度は中.

ブ，ソヨゴ，シャシヤキ，ウリカエデ.松茸の産地であ

る.

土層の厚さは中位.硬度が 0.2~1.4 kg/cm3 の小機

IC.富む砂質土壌.粗質で，粘性に之しい.排水は良好.

植物の生育状況は普通.植物根は50cmまで伸長し，

その分布密度はやや疎.

6 )砂川の上 段丘地.傾斜300 • 石英斑岩.方

位 SW.標高300mの段丘傾斜地を採取.優勢樹種はマ

ツ，ツゲ，コナラ，ツツジ，ソヨゴ.

大燃が多く土層は概して薄い. 硬度は 1~4 kg/cm' 

で，澱に富むが枯土も多いのでやや粘性を帯びる土壌.

排水は普通.

植物の生育状況は不良.植物根の伸長は20cm程度ま

でで，その分布密度は疎.

善寺|諸|土巳|土色
土 性

五葉の谷

41判 3-75 灰黄|疎問埴壌土
辻の谷

51 5ペ4-70 灰黄 i聴はむ壌土
砂川の上

61刈 3-30 灰武|聴問埴壌土
(][)原野地区

7)芦谷山 山岳地.傾斜250 • 石英粗面岩(流

紋岩).方位 SW.標高250mの山岳中腹を採取.侵勢

樹種lまマツ，ヒノキ，クヌギ，ツツジ，シャシヤキ.

土層は厚い.上層の硬皮は 1~ 4 kg/cm'. 50~100cm 

の下層は灰色と褐色との互層をなす.話題を殆んど合まず，

粘土合畳が高いから粘・性がやや大きい.排水はやや不良.

なお採取地以北は土居が薄く，角ImIC.富む.

植物の生育状況は普通.植物根は50cmまで仲長し，

その分布密度は中.

8)西脇山 丘陵地.傾斜30 0• 蹴岩.方位 ES.

標高230mの正麓傾斜地を採取.優勢樹程はマツ，スギ，

ツツジ，カシ，コナラ.

土層は厚い.上層l立政を欠くが，下層には小燥をかな

り合む.硬度1~ 4 kg/cm'のやや粗質な土壌.粘土合

善寺|持|土出土色| 土 性

7|::;|5仁liiiA問題 壌
壌
土
土

533 I 2ー 50I淡黄褐|埴域土
534 I 50ー100I灰 寅|醗に富む埴域土

(N)福地地区

9)岩ケ辻b 丘陵地.傾斜300• 凝灰岩(流紋

岩質).方位 WN.標高260mの正陵傾斜地を採取.優

勢樹種はツツジ，コナラ，クリ.

土層は厚い.土層には嫌が多い.基層の耐文岩質凝灰

岩は暗緑褐色の級密な組織で，割自に沿って容易に崩壊

する.絶対硬度は 1~9kg/cm'. 粘性は中位で排水は

普通.

植物の生育状況は普通.植物根は50cmまで伸長し，

その分布密度は中.

10)岩ケ辻a 山岳地.傾斜45 0• 石英粗面岩(顕

品質).方位 NW.標高350mの山岳の谷にある植林地

を採取.優勢樹極はカシ，クヌギ，ナラ，モミジ.リョ

ウプ.

土居の厚さは中位.艇に宮み，特l乙下屑l乙は大燥が多

い.硬度は 1~ 9 kg/cm'. lt!It'l1であるが，粘土も多い

から粘性は中位.排水は良好.

植物の生育状況はやや良好.植物根は50cmまで伸長

し，その密度は中.

善寺|誇l土号J土色| 土

91刊一|暗黄程|鴎l乙富む砂壌土

岩ケ辻a

川刈 ω|灰黄褐|際l己頗る富む醐土
(V)中地区

11)金場 丘陵地.傾斜20 0 • 蹴岩.方位 W.

標高180mの丘麓を採取.優勢樹極はマツ， ドングリ，

49 
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クリ，ハゼ.

土層の厚さはやや薄い.土層l乙円離が多く，基層は円

傑岩.絶対硬度は 1~3kg/cm'. _粘性は中位で，排水

が普通.但し岩谷川の上流域は流紋宮地帯である.

植物の生育状況はやや不良.植物根は40cmまで伸長

し，その分布密度は中.

12)広戸 丘陵地.傾斜25 0• 砂岩，頁岩.方位

W.標高220mの丘陵の植林地を採取.優勢樹種はクリ，

ナラ，スギ，ヒノキ.

土層の厚さは中位土層11:円疎が多い.絶対硬度は 1

~l1kg/cm'. 粘性は中位で，排水はやや良好.

植物の生育状況は良好.植物根は70cmまで仲良し，

その分布密庄は中.

善寺|毒事|土出土色( 土 性

金場

川叶
日|淡黄樫|操明富む壌土

広戸

121叫日!淡黄控|聴はむ壌土

(羽)東下地区

13)狐塚 丘陵地.傾斜300• フォルンフェルス.

方位 EN. 標高 190mの丘陵傾斜地を採取. 優勢樹種

はマツ，スギ，クヌギ，ツツジ， ドングリ.

土層は概して薄い.土層に多量の角牒を合む.基層は

フォルンフェルスで級密な母岩.硬皮は 1~4 kg/cm'. 

粘性はやや強く，排水はやや不良.

植物の生育状況はやや不良.植物根は 25cmまで伸

長じ，その密度は中.

善寺|諸肩七|土色|土 性

狐塚

判州日|灰 武|開l乙頗る宮城土

(VII)坂本地区

14)公民館北方 丘陵地傾斜45 0• 凝灰岩，砂

岩.方位 WN. 標高 200mの急傾斜の竹薮地を採取.

優勢樹種はタケ，ネム，カシ，ヒノキ.

土層はやや厚い.土居は大きな同部を含むが，やや膨

軟で軽繋である.基厨の上部l乙凝灰岩，下部l乙砂岩があ

る.硬度は O.4~4 kg/cm'. 粘性は中位で，排水はや
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や不良.なお採取地周辺に粘質土や喋岩土がある.

植物の生育状況は普通.植物根は 70cmまで伸長し.

その分布密度は中.， 

15)百畑 山岳地.傾斜280• 石英粗面岩.方位

SW.標高 220mの山麓を採取.優勢樹程はコナラ，カ

シ，ハゼ.

土層は厚い.土層l乙円磯をかなり含む.下層は風化途

上の粗位砂質土で黒斑を認める.硬度は 2~12kg/cm'.

粘性は中位で，排水は良好.

植物の生育状況はやや不良. 植物根は 60cmまで伸

長し，その密度は中.

議|諸~-l :f:出土色|土 性

141叶ト35 1暗灰黄福|醗同壌土

引叶日|淡黄褐1膿同士

(¥lII)街原地区

16)南山 山岳地.傾斜450• 砂岩，鴎岩.方位

N.標高 180mの山麓を採取.優勢樹程はマツ，スギ，
ツツジ，マキ， ツノイキ.

土層はやや薄い.下層には石英粒を合む柔粗質の大き

な岩暦が多い.硬度は 2kg/cm'で粗質.粘性l乙之しく，

排水は良好.

植物の生育状況は良好.植物根は 30cmまで伸長し，

その分布密度は中.

17)下街原・南山 山岳地.傾斜30'.チャート.

方位 NW.標高 200mの山麓の谷を採取.優勢樹程は

スギ，カシ.

土層はやや薄い.角球と有機質をかなり含む柔質土.

基層は硬質のチャートで流紋状の黒紫色を交える.硬度

は 1~8kg/cm'..排水は普通.

植物の生育状況はやや良好. 植物根は 30cmまで仲

喜土|土壌I:f: ~J :f: 15 I 号|番号|土問J土色|土 性

南山

崎iベ目。|灰 黄|眼l乙富む埴壌土

下街原・南山

引叶ト
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長し，その分布密度は中.

(1X)商下地区

18)灰床 丘陵地.傾斜30 0• チャー卜，粘板岩.

方位 NW.標高 230mの丘麓を採取.優勢樹種はマツ，

スギ， ヒノキ， ドングリ.

土層は厚い.基層は古生層の変成岩で級密.硬度は3

~4kg/cm'. 粘性をおび，排水はやや不良.なお採取

地の隣接地l乙円際IC頗る富む3紀層の土壌がある.

植物の生育状況はやや良好.植物根は 100cmまで仲

長し，その分布密度は中.

割諸|土出土色|土 性

灰床

埴燈黄暗nu 
aa宮an--

aaz 

an-zu 
eo 

唱

a--

(X)小河地区

19)溜松 丘陵地.傾斜30 0 • 凝灰岩.方位 SW.

標高 210mの丘陵中腹を採取.優勢樹種はマツ，カシ，

ツツジ.

土屑は厚い.下層には黒斑を合む灰白色凝灰岩の半風

化層が介在する.硬度は 10kg/cm3• 粘性がやや大.な

お採取地の隣接地l乙凝灰岩(俗称シラサギ〉の地と地帯

がある.

植物の生育状況は普通.植物根は 50cmまで伸長し，

その分布密度は中.

20)山手尾 丘陵地.傾斜150• 凝灰岩.方位SW.

標高 240mの丘陵地を採取.優勢樹程はマツ，コナラ.

ヤマモモ.

土層は厚い.~を殆んど合まず，粘土l乙富む粘質土.

硬度は 2~6kg/cm3. 粕性が極めて大きく排水が不良.

乾燥期でも地表面のみが乾煉して，土壌は水分を多量保

持する.地と地帯.

植物の生育状況は不良.植物根は疎で50cmまで伸長.

善寺|諸|土t|土色| 土

刊誌|品二iilh3|もに富む呼

却 i叶ト70I灰責褐i埴

(XI)藍都地区

21)北野町 小丘地.傾斜30 0• 凝灰岩.方位 N.

土

標高230mの丘麓の竹畿地を採取.優勢樹種はマツ，ス

，:df.カシ，モミジ.

土層は厚い.牒と有機質を交える柔い土壌.下層は粘

土l乙宮み粘性を帯びる.排水不良で土屈は湿度大.>硬度

は上層で 2kg/cm3• 下層で 6 kg/cm3• 

植物の生育状況はやや良好.植物根は 50cmまで伸長

し，その密度は中.

22)中小野 丘陵地.傾斜15 0• 砂岩，頁岩.方

位.標高 290mの丘麓を採取.優勢樹種はヤマモモ，カ

キ，ツツジ.

土層の厚さは中位.土層lζは円疎が散在するが粘土質

で，乾燥すると凝灰岩風化土特有の固結を示す.硬度は

3~6 kg/cm3.湿潤状態になると粘性大.排水は不良.

植物の生育状況はやや不良.植物根の分布密度は疎で，

ササの根は 50cmまで伸長する.

器|害警|土出土色|
土 性

北野町

l叫同21 I 549 I 35-70 
中小野

盟|叫
2-60 

l袋詰i撃を合む f 
土埴褐貰灰

林野土壊の器械的成分と化学成分

採取土壌を風乾後ゴム栓で軽くっき砕いて.2mm簡

に通し.この2mm以下の細土を以下の分析に用いた.

分析の方法は前報1戸人りと同じで，器械的分析は日本

農学土法，容水量は日本慣行法，仮比重は細土の仮比重

測定法によった. pHは(1: 2.5)の比でガラス電極

で測定した.全酸度(置換酸度〉はカッペン法，窒索は

ガンニング氏変法により測定した.有効燐酸，置換性石

灰ならびに襲土性は矢木式簡易土壌検定法5) によった.

山田町林野土壊の物理的性質と化学成分の結果は第1

表iζ示した.なお，地区ごとに表土の平均値をとると第

2表の通りである.また地図l乙示した如く山田川を墳に

南北l乙分け.南部は更に東西i乙2分して南東部と南西部

地域に分け，各地域土壌(表土〕の平均値を第3表に示

した. さらlに乙前f報1iP人
長尾町'大沢町，有馬町及び伊谷町の調査結果と比校す

るために，各町の林野土壌(表土)の平均値を第4表に

一括して示した.

A)兵庫区山田町林野土場の性質
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(1)上谷上地区

1)境山 土層の厚さは中位.やや暁芦で粘性に

之しい.基層lとは花関岩屑を含む.排水は良好である.

やや酸性が強い.馨土性は欠く.窒素は極めて之しい.

有効燐酸と置換性石灰をともに少量含む.容水量は普通

で，仮比重がやや高い.

土壌の物理性は良好であるが，有機質IC之しいから，

有機質の増成を計り，併せて窒素の施用が望ましい.

2)中尾 土層の厚さは中位.醜l乙之しいやや砂

質な土壌.然し基層は凝灰岩であるから粘性ほ中位で，

排水はむしろ不良.土壌の酸性はかなり強い.馨土性を

僅かに示す.室索は乏しいが，下層lとはかなり』多量の有

効燐酸と置換性石灰を含む.容水量が高く，仮比重が低い.

凝灰岩i乙由来する風化土を含むため比重が低く，排水

不良で，物理性が悪い.土議の物理性を改善するために，

有機質の増成を計る必要がある.併せて窒素の施用が望

ましい.

3)福浄寺 土層の厚さは中位.膿をかなり含み，

上層はやや砂質であるが，下層はやや粘土に富む.基層

は石英粗面岩. 隣接地(土壌番号527) は水成作用iζ由

来する土壌で，多量の聴を含む.排水はやや良好.酸性

は弱い.禁土性を僅かに示す.窒素はやや少い.有効燐

酸と置換性石灰は上層lとは少量しかないが，下層ICはか

えって多量含む.容水量は低く，仮比重が高い.

有機質に之しい鉱質土壌であるから，有機質の増成lと

留意し，同時に窒素の施用が望ましい.

(ll)下谷土地区

4)五葉の谷 土層はやや厚い.角牒が散在し，

粕土lとやや富む.基層は石英斑岩.粘性は中位であるが，

排水はやや良好.酸性はやや強いが，山林土壌としては

中位である.磐土性を欠く.窒素はやや少い.有機燐酸

と置換性石灰を少量含む.容水量は普通で，仮比重はや

や高い.

土壌は有機質に乏しいから，土壌構造の改善と養分保

持力の向上のために，有機物を増成する乙とが望ましい.

.5)辻の谷 、土居の厚さは中位.小磯に富む.基

層は粗粒黒雲母花闘岩.粘性が之しし排水は良好.か

なり酸性が強い.禁土性を欠く.窒素はやや之しい.有

効燐酸を少量含む.置換性石灰は欠く.容水量はやや低

く，仮比重はかなり高い.

、土壌の物理性は悪くないが，養分l乙乏しいので，有機

物の増成を計り，養分の保持カを高める事が肝要である.

また窒素の施用が望ましい. 子、J

6)砂川の上 i土層が概して薄い.石英斑岩の大

概が多量に介在する.然し細土中の粘土含量がかなり高

く，土壌はやや粘性を帯びる.排水は普通.酸性は強い.
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饗土性を欠く.窒素は中位で調査地域内では多い方IC属

する.有効燐酸を少量含むが置換性石灰は欠く.容水量

と仮比重はともに普通.

土層が薄くて土地生産力を向上する乙とが困難である

が，先ず傾斜地には土壌の流亡を防止する対策を講ずる

必要がある.なお，少くとも酸性を矯正するために石灰

の施用が必要である.

(ill)原野地区

7)芦谷山 土層は厚い.粘土合量が高く，喋を

殆んど含まない.粘性がやや大きし排水はやや不良で

ある.酸性は弱い.馨土性を僅かに示す.窒素はやや之

しい.有効燐酸を少量含む.置換性石灰ICは富む.容水

量は普通で，仮比重はやや高い.

土壌の排水を促すために，土壌構造を改善する必要が

ある.とのためには有機物の増成が根本問題となる.併

せて窒素の施用が望ましい.なお.採取地以北は土層が

薄く，角諜i乙富む山岳土壊で，山岳地IC適する樹木以外

は成育がむづかしい.

8)西脇山 土層は厚い.上層は諜をほとんど認

めないが，下層にはかなり多量の小鵬を合む.全層を通

じて粘土はかなり多いが，排水は普通.酸性はかなり強

いが，磐土性を欠く.窒索はやや乏しいが，有効燐酸を

僅かに含み，置換性石灰lと富む.容水量と仮比重は普通

程度である.

土壌はかなり酸性が強いが，林野として利用するには，

酸性IC強い樹木を選べば問題はない.窒素の施用により

土地生産力の向上が更に期待できる.

(IV)福地地区

9)岩ケ辻b 土居は厚い.醗lζ宮み，粘土がや

や之しい粗質土壌である.然し基厨は流紋岩質凝灰岩で

組織が紙密であるから，排水は普通程度である.酸性は

やや強い.革杜性を欠く.窒素は欠乏が甚しい.有効燐

酸を僅かに含むが，置換性石灰は欠く.容水量は低く，

仮比重がかなり高い.

甚しく養分lと之しい鉱質土壌であるから，有機物を増

成して養分保持カを高め，同時に窒索と石灰の施用が必

要である.

10)岩ケ辻a 土層の厚さは中位.聴に富み，下

層には特lζ大牒が多い.基層は石英組面岩である.細土

中には粘土をかなり合む.排水は良好.酸性はかなり強

い.欝土性を僅かに示す.窒素i立中位で，林野土壊とし

ては多い.有効燐酸を少量合むが，置換性石灰を欠く.

容水量は普通で，仮比重はやや高い.

土壌としては窓くないが，石灰の施用が望ましい.な

お，土層の薄い傾斜地は土壌の流亡を防止する必要があ

る.



編学イh世
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品農xn:， 1966 

山田町林野土壊の性質

pH 
全窒素* 馨土控 産量

♀ ♀♀ 
仮 比 重

採番土号 土番壌号
層位

牒5ぢ
粘土

全(置酸換度) 石置換灰性 容(密水)量% cm 5ぢ 5ぢ
粗yl 

1 522 3-50 4.4 25.0 5.0 3.8 20.4 0.017 一!+ + 36.6 1.09 1. 31 
2 523 2-30 2.9 19.4 5.1 3.8 25.5 0.033 土 + + 41. 2 1.06 1. 20 
524 40-70 2.2 19.0 5.2 3.5 34.8 0.013 + ++ +++ 62.2 0.78 1.01 
s 525 2-40 16.6 19.2 5.4 4.1 4.6 0.040 + + + 26.6 1. 22 1. 43 
526 40-80 5.5 36.0 5.8 4.2 1.4 0.0002 土 ++ +++ 25.8 1. 32 1. 49 
527 100く 11.1 20.3 4.3 3.5 5.6 0.011 ー ++ + 26.3 1. 24 1. 42 

4 528 3-75 10.8 39.2 5.4 3.8 14.7 0.044 + + 35.0 1.06 1.31 
5 529 4-70 17.4 28.6 4.6 4.0 19.0 0.030 一 + 28.9 1.18 1. 49 

6 530 3-30 14.4 44.7 4.7 3.8 23.1 0.063 一 + 36.8 1.06 1. 29 

7 531 2-50 4.2 44.6 5.2 3.9 6.8 0.040 土 + +++ 35.7 1. 06 1.35 
532 50-100 4.9 38.6 5.8 4.2 0.8 0.016 土 ++ +++ 25.1 1. 26 1. 52 

8 533 2-50 1.6 43.6 5.0 3.4 42.9 0.046 + +++ 34.8 1.08 1. 24 
534 50-100 26.6 48.8 5.3 3.5 18.2 0.024 + +++ 34.3 1.17 1. 45 

9 535 2-100 17.1 24.8 5.0 3.7 34.5 0.001 + 25.7 1. 28 1. 55 

10 ~36 3-50 31.3 41.0 4.7 3.8 29.1 0.076 + + 34.6 1.06 1. 33 

11 537 1-50 40.7 34.2 5.2 3.9 15.5 0.005 + + 32.3 1.15 1. 39 
12 538 2-60 24.5 25.8 5.2 3.8 17.4 0.015 土 + + 26.5 1.23 1. 54 
13 539 3-20 39.3 33.8 5.2 3.9 14.7 0.001 + 28.0 1. 23 1.61 

14 540 3-35 19.8 30.7 5.3 4.0 3.8 0.060 + + 39.9 1.02 1.31 
11) 541 3-60 16.7 31. 6 5.3 3.9 7.6 0.045 一 + ++ 44.6 0.96 1. 22 
16 542 5-30 27.0 40.2 4.4 3.7 19.0 0.044 一 + 33.3 1.11 1. 45 

17 54~ 5-30 41.8 30.9 4.6 3.8 14.4 0.046 一 + 49.4 0.97 1.18 

18 544 4-40 9.1 50.2 4.7 3.8 21. 2 0.068 土 39.0 1. 04 1. 31 

19 545 2-30 10.8 34.2 5.0 3.9 6.5 0.101 + + ++ 42.0 0.99 1. 26 
546 30-50 0.4 34.0 5.6 4.1 1.6 0.038 土 ++ +++ 39.5 0.97 1. 24 

20 547 2-70 0.6 60.2 5.2 3.4 39.1 0.034 + + +++ 46.1 1.09 1. 29 
21 548 7-35 9.2 36.0 5.0 3.8 46.5 0.003 土 + 38.7 1.09 1. 33 

549 35-70 4.1 50.4 5.0 3.6 57.6 0.061 土 + + 49.8 0.96 1.15 
句

22 550 2-60 4:0・::68.1 4.9 3.7 34.8 0.108 + + +十+ 49.2 1. 07 1. 25 

第1表

乾土IZ::対する%.
(ー)欠く， (:t)僅かに， (+)弱い.

(土)僅かに合む， (+)合む， (++)富む.

(ー)欠く， (+)含む， (++)富む， (+++)頗る富む.

重量%.

本全窒素:

料重量土性:
*枯有効燐酸:

♀置換性石灰:

早♀容水量:

l乙示す.窒素が之しい.有効燐酸と置換性石灰をともに

少量含む.容水量は低く，仮比重が高い.

土壌の物理性は良好であるが，養分l乙之しい鉱質土壌

である.窒素の施用が必要で，同時に有機質の増成を計

る事が望ましい.本地域は施肥により更に樹木の生長促

進が期待できる.

(VI)束下地区

13)狐塚 土層が薄い.角~を多量含む.基層は

フォJレンフェルス.粘性がやや強く，排水はやや不良で

ある.酸性はやや強い.禁土性を欠く.窪索は極めて之
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(V)中地区

11)金場 土層はやや薄い.基層は鴎岩で土居l乙

円隙が極めて多い.排水は普通.酸性がやや強い.饗土

性を欠く.窒采は極めて乏しい.有効燐酸と置換性石灰

を少量ずつ含む.容水量は普通で，仮比重はやや高い.

土層の薄いと乙ろが多い上l乙，窒素の之しい土壌であ

るから樹木の生育は悪い.まず，窒素の施用が必要で，

併せて有機買の増成に留意すべきである.

12)広戸 土居の厚さは中位.円諜がかなり散在

する.排水はやや良好.酸性はやや強い.欝土性を僅か
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しい.有効燐酸を少量合むが，置換性石灰は欠く.容水

量はやや低く，仮比重が高い.

土層が薄いから，土壌の流亡を防止する対策が必要で

ある.土壌の物理性が悪い上l乙養分も之しいから，土域

の生産力を向上さす事はかなりむづかしい.改善策とし

てはiまず有機質の増成と窒素の施用があげられる.
(四)坂本地区

14)公民館北方 土層はやや厚い.かなり円磁を

合むやや膨軟な土壌である.基層は凝灰岩.排水はやや

不良.酸性は弱い.襲土性を欠く.窒素は中位で，有効

燐酸と置換性石灰を少量含む.容水量と仮比重はともに

普通程度.

凝灰岩風化土を含むために物理性がやや悪しこの改

善のために有機質を増成して土壌構造を団粒化する乙と

が肝要である.なお隣接する地域に異質の諜岩風化土壌

がある.

15)酉畑 土層は厚い.円磯をかなり含む.基層

は石英粗面岩.排水は良好である.酸性は弱い.欝土性

を欠く.窒索はやや乏しい.有効燐酸を少量含む.また

置換性石灰を含む。容水量はかなり高く，仮比重は低い。

円諜を含む石英粗面岩の風化した砂質土lとも拘らず，

容水量が高く，仮比重の低い乙とからみて凝灰岩風化土

をかなり含むと考えられる.含有する養分もかなり高い

点からみて，本土壌の不良性は土壌構造i乙依ると考えら

れるから，有機質を増成して土壌の団粒化を促すべきで

ある.

(四)衝原地区

16)南山 土層はやや薄い.擦をかなり含む.粘

性に乏しし排水は良好.酸性はかなり強い.馨土性を

欠く.窒素はやや少い.有効燐酸を少量合むが置換性石

灰は欠く.容水量は普通で，仮比重は高い.

酸性がかなり強いから，酸性lζ弱い樹租の植林は避け

るべきである.土層の薄いのが最大の欠点であるので，

傾斜地の土壌流亡を防止する対策を講じる必要がある.

同時に窒索と石灰の施用がのぞましい.

17)下街原・南山 土層はやや薄い.角牒l乙頗る

富む.基層はチャート.排水は普通である.酸性は強い.

欝土性を欠く.窒素はやや少し有効燐酸を僅かに含む.

置換性石灰は欠く.容水畳が高く，仮比重が低い.

土層が薄いから，傾斜地は特l乙土壌の流亡防止に留意

すべきである.酸性がかなり強いから，耐酸性の樹種を

選んで植林すべきである.窒素と石灰の施用がのぞまし

い.なお，有機質をかなり合んでおり，物理性は悪くない.

(IX)商下地区

18)灰床 土周は厚い.粘土lζ官み枯悩;を帯びる.

基層はチャート.排水はやや不良である.酸性は強い.
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馨土性を欠く.窒素は中位であるが，調査地域内では多

い方l乙属する.有効燐酸を僅かに含むが，置換性石灰を

欠く.容水量と仮比重は普通程度である.

粘土質の土壌で物理性がやや悪いから，有機買を増成

して土壌構造を改善する乙とがのぞましい.酸性が強い

から耐酸性の樹種を選ぶべきである.窒索と石灰の施用

により土壌の生産力向上が期待される.なお，隣接地に

同機l乙富む3紀層土壌がある.

(X)小河地区

19)溜松 土層は厚い.基層は凝灰岩.粘性を帯

び排水はやや不良.酸性は弱い.饗土性を僅かに示す.

蜜索は中位で，林野土壊としては多い.有効燐酸を少量

含み，置換性石灰l乙富む.容水量は高く，仮比重は低い.

養分は林野土壌としては高い方に属するが，凝灰岩の

風伯土を交え，やや膨軟で，排水が悪いから土壌構造の

改善のため有機質を増成する対策が必要である.

20)山手尾 土層は厚い.磁を殆んど合まず，粘

土の多い膨軟な粘質土.基層は凝灰岩.排水は極めて不

良.酸性は強い.馨土性を僅か!と示す.窒素l乙乏しい.

有効燐酸を少量含み，置換性石灰に頗る富む.容水量は

高いが，仮比重は普通である.

ζの種の凝灰岩風化土特有の粘性を示し，排水が極め

て悪い. 乙のため地主二を起す.欺様な劣悪な物理性を改

善する乙とは極めて困難である.乙の改善対策としては

排水を促すための土木工事と同事lζ，土壌構造を改善す

る事が根本問題で，窒素の施用と有機質の増成を計る事

が急務である.

(Xl)藍那地区

21)北野町 在層は厚い.際と有機物を適量含む

軟質な土壌で，下層は粘土l乙富み，粘性を帯びる.排水

は不良.酸性はかなり強い.楽土性を僅かに示す.窒素

は乏しい.有効燐酸を少量合むが，置換性石灰は殆んど

含まない.容水量と仮比重はともにやや高い.

排水不良が下層の凝灰岩風化土に依るので改善がむづ

かしいが，有機質の増成lとより土壌構造を団粒化し，併

せて窒素と石灰の施用が望ましい.酸性が強いから，酸

性l乙弱い樹木の植林は避けるべきである.

22)中小野 土層の厚さは中位.凝灰岩風化土を

合み，湿潤時は粘性が強く，排水不良となる.酸性は強

い.馨土性を僅かに示す.窒素は中位であるが，調査地

域内では最高で，林野土壌としては多い.有効燐酸を少

量合み，置換性石灰lとは頗る宮む.容水量はかなり高く，

仮比重はやや低い.

排水不良が植生を阻害していると考えられるから，乙

の改善対策として有機買を増成して，土壌構造を団位化

する事が肝要である.
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%以下でやや低い.全地区の容水量を平均すると37%と

なり，鉱質の林野土壌としてはやや高い方に属するが，

乙れは藍那と小河の両地区が膨軟で保水力の高い凝灰岩

風化土からなる事に依ると推察される.

仮比重については1.4以上の高い値を示すのが束下，

中，福地の3地区で，最低が叢那の1.25である.乙の全

地区の平均は1.35で，林野土壌としてはかなり高く，第

4表から明らかなように，市内の他の林野に較べて高い

のが目立つ.ζれは鉱質土壌である事によると考えられ

る.

酸性については. pH (H.O， KCl) と金酸度からみ

ると，強いのは福地と藍那の2地区である.全地区の

pH .(H，O， KCり，全酸度の平均はそれぞれ5.0，3.8， 

20.1で，酸性がやや高く，第4表に示したように，市

内林野のなかで酸性の強い地域iと属する.

議土性は小河と藍那の2地区のみに僅かに認められる

程度で，殆んど欝土性を示さないといえる.

全窒素含量は藍那と西下が0.07%で調査地区中最も高

く，東下，中が0.01%以下で極めて低い.全地区の平均

は0.04%で林野土壌としてもやや少いが，すでに第4表

から明らかなように，調査した市内の林野のなかでは中

第7巻第2号

位である.

有効燐酸はいずれの地区も少量含む程度である.

置換性石灰は原野と小-河の2地区にかなり多量認めら

れる.然し福地，束下，街原，西下iま欠く.全地区の置

換性石灰含量の平均は少量合む程度である.

調査地を地図に示したどとく地質別に北部の石英粗面

岩，南東部の花闘岩，南西部の凝灰岩の地域lと大別する

と，次の様l乙要約される.

土壌の器械的組成は次の様lとなる.

際合量: 北部>南西部>南東部

粘土含量: 南西部>北部>南東部

細砂と粗砂の合計合量: 南東部>北部>南西部

北部の石英粗面岩地帯は擦に富み，南西部の凝灰岩風

化地帯は粘土IC富み，南東部の花関岩地帯は砂分(細砂

+粗砂)Iと富む土壌といえる.

土壌の物理性についてみると，

容水量: 南西部>南東部h 北部

仮比重(密) 南西部=南東部=北部

仮比重(粗 南東部>南西部=北部

となり，南西部の凝灰岩地帯は粘性が強く，排水不良で，

第4表長尾町，大沢町，淡河町，押部谷町，有野町，有馬町，炉谷町，

山田町の各林野土壌別平均(表土)

育
局

m

標 雲換長
pH 

H.O下KCl

A 長尾町(調査点数 13)第三紀層

17ト 260¥中一小¥ 100 ¥ 6 1 50 124. 4 ¥ 1. 19 ¥ 5. 5 ¥ 4. 2 ¥ 0凶| 欠く |富む

B 大沢町(調査点数 13)第三紀層

160-260 ¥ 中 1 100 ¥ 10 1 52 1 24. 1 ¥ 1. 21 f 5. 7 ¥ 4. 2 ¥ O. 027 ¥ 欠く |富む
C 淡河町(調査点数 10)第三紀層，石英斑岩，閃緑岩

回目50I中一大 1 100 1 11 I 50 I 36. 5 I 1. 27 1 5. 1 I 3. 9 I 0附| 欠く | 含む
D 押部谷町(調査点数 18)第三紀層

80-300 1 中 I 83 I 32 I 37 I 38.3 1 - ¥ 5. 1 I 4.0 I 0.041 I 欠く |含む
E 有野町(調査点数 1η 第三紀層，石英粗面岩，花闘岩

初日00¥大ー小 110日刊 必 1 19 ¥ 55. 4 ¥ 1. 01 ¥ 5.6 ¥ 4. 8 1 O. 2叫僅か尚む|合む

F 有馬町(調査点数 13)石英斑岩，花闘岩

400ーω|大ー中 19ト 1791 45 1 28 I 47.0い13 ¥ 5. 1 ¥ 4. 3 1 O. 085陣かに含む|欠く
G t戸谷町(調査点数 15)第三紀層(鴎岩，砂岩，凝灰岩)

50→001中ー小 1 83 I 40 1 37 1 33.7い29 ¥ 4.9 I 4.0 1附 31僅か尚むl欠く
H 山田町(調査点数 29)第三紀層(傑岩，凝灰岩)，石英粗函岩，花岡岩

180→40 ¥大ー中 ¥9日 201 17 I . 38 1 37.1い35I 5: 0 1 3. 8 ¥ 0.042 1 含む |合む
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容水量が高い.南東部の花闘岩地帯は有機質11:2.しい鉱

質土壊で，比重が高い.北部の石英粗面岩地帯は両者の

中間の性質であるといえる.

土壌の酸性についてみると，

pH (H.O) : 南西部>南東部>北部

pH (KCl) : 南西部>北部=南東部

全酸度: 南西部>南東部>北部

となり，南西部の凝灰岩地帯が最も酸性が強く，次いで

南東部の花関岩地帯，北部の石英粗面岩地帯となる.た

だし後者の花闘岩と石英粗面岩の地帯は類似しており，

大きな差異は認められない.

土壌の養分についてみると，

会窒素: 南西部>北部>南東部

有効燐酸: 南東部h南西部=北部

置換性石灰: 南西部『南東部=北部

となり，南西部の凝灰岩地帯l乙窒素と石灰が多く，調査

地内では最も養分が高い.残りの北部と南東部との間で

は，石灰と燐酸は類似で優劣がないが，窒素については

北部の方に多いから.石英組面岩地帯は花関岩地帯l乙比

べて養分としては優位にあるといえる.したがって養分

に最も乏しいのは花闘岩地帯である.

襲土性は北部の石英粗面岩地帯lこは全く認めず，南部

の凝灰岩と花関岩地帯l乙僅かに認める程度で問題はない.

北部の石英粗1Rl岩地帯は概して傾斜が急で.ii!震にやや

富み，排水は良好で物理性は悪くない.酸性もあまり強

くなし欝土性も示さない.君主分としては多くないが，

窒素，燐酸，石灰を少量ずつ含んでいる.本地域の対策

としては，窒素を施用して有機質の増成l乙留意すれば樹

木の生育促進が期待される s

57 

南東部の花|調岩地帯は有機質に之しい，砂l乙富む鉱質

土壌で，排水が良いから物理性としては問題がない.た

だ土壌が侵蝕されて表土が薄くなり易いから，傾斜の急

な裸地には特に土壌流亡の防止対策を講ずる必要がある.

土壌の酸性はあまり強くない.霊祭土性も殆んど示さない.

しかし養分に乏しし室索は欠乏が甚しい.燐酸と石灰

は少量含んでいる.室紫の施用が必要で，同時に養分保

持カを高めるためにも有機質の増成に留意するととが肝

要である.

南西部の凝灰岩地帯は粘土合量が高く，粘質で排水が

悪い.土壌の酸性もかなり強い.欝土性は僅かに示すに

すぎないから問題はない.養分としての石灰と窒素合量

は調査地区中では最も高い値を示している.斯様に養分

には比較的めぐまれているが，粘質で排水の悪い事が，

乙の地帯の低い土壌生産力φ根本的な原因となっている
から，物理性を改善するために土壌構造の団泣化を促進

する対策が必要である.かかる対策は容易に行いうるも

のでないが，有機質の増成l乙留意して長期にわたって漸

次土壌の団粒化を進めていくべきである.

(土壌学講座昭 41.8. 31受理〉
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